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停
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道
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三
、
御
鎮
座
の
由
来

御
祭
神
の
用
夜ょ
島
事
は
、
定
鷹
光
御み
権
の
弟
神
で
、
皇
大
神

宮
別
宮
の
月
讀
宮
に
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
る
月
讀
尊
と
、
御
同

神
で
あ
り
ま
す
が
、
当
宮
で
は
、
月
夜
見
尊
の
文
字
が
用
い
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

月
夜
見
尊
の
御
事
に
つ
い
て
は
、
日
本
書
紀

（
元
正
天
皇
養

老
四
年
〈
七
二
〇
〉
奏
進
）
の
上
巻
に
、
卜
雅
那な
畷
銅
ヽ
い
雅
雅

尭
従
二
柱
の
御み繰
概
が
ヽ
定
鷹
規
御み相
を
お
生
み
に
な
り
、
次

に
月
讀
尊
を
お
生
み
に
な
ら
れ
、
月
讀
尊
は
確
か
館
殴
を
治
め

る
よ
う
に
と
ご
委
任
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
書
紀
に
は
、
月
夜
見
尊

（月
讀
尊
の
文
字
も
用
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
）
は
、
そ
の
光
彩

（
ひ
か
り
う
る
わ
し
い
こ
と
）

が
、
天
照
大
御
神
に
亜
ぐ
も
の
で
あ
る
と
、
た
た
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
天
照
大
御
神
の
ご
神
徳
は
、
「そ
の
光
華
明
彩

（
ひ
か

り
う
る
わ
し
い
こ
と
）、飛
夕
の
内
に
照
り
徹
る
ほ
ど
で
ご
ざ
い

ま
す
」
と
、
太
陽
に
た
と
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
月
夜
見
尊
の

と
よ

う
け

だ

い

じ
ん

ぐ
う

べ

つ
ぐ
う

　

　

つ
き

よ

み
の

み
や

豊
受
大
神
宮
別
宮
　
月
夜
見
宮

一
、
御

祭

神

肛
夜ょ
島
事

鷺
夜ょ
彫
享
瑶
俳
凛

ザ
」

ち
ん

ざ

　

ち

二
、
（倒
基
鰈
慮
儒
旭
　
伊
勢
市
宮
後
一丁
娼

Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
前
か
ら
南
に
徒
歩
に
て
十
分
。
ま
た
、
外
宮

か
ら
北
に
徒
歩
十
分
で
、
楠
、
欅
、
杉
そ
の
他
常
緑
の
本
々
の

お
い
茂

っ
た
当
宮
の
御
社
頭
に
達
し
ま
す
。　
一
歩
神
域
に
入
り

ま
す
と
、
町
中
の
お
宮
と
は
思
え
な
い
、
清
ら
か
な
静
け
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

ご
威
徳
は
、
そ
れ
に
つ
ぐ
も
の
と
し
て
、
月
に
な
ぞ
ら
え
て
、

た
た
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

皇
大
神
宮
別
宮
の
月
讀
宮
は
月
讀
尊
と
月
讀
尊
荒
御
魂
が
そ

れ
ぞ
れ
御
殿
を
分
け
て
お
ま

つ
り
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
月
夜
見

宮
は
、
月
夜
見
尊
と
月
夜
見
尊
荒
御
魂
が

一
つ
の
御
殿
に
合
わ

せ
て
お
ま

つ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
様
の
御
魂

の
お
だ
や
か
な
お
す
が
た
を
、
「稚
御
斑
」
と
申

し
上
げ
る
の
に
対
し
て
、
時
に
の
ぞ
ん
で
、
格
別
に
顕
著
な
ご

神
威
を
あ
ら
わ
さ
れ
る
御
魂
の
お
は
た
ら
き
を
、
「荒
御
魂
」
と

た
た
え
ま
す
。

な
お
、
月
夜
見
尊
、
月
夜
見
荒
御
魂
尊
と
し
て
、
と
も
に
「
斑
」

の
文
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
日
本
書
紀
巻

第

一
に
お
い
て
、
神

々
の
御
事
を
の
べ
る
に
あ
た
り
、
特
に
注

記
し
て
、
「至

っ
て
貴
き
を
尊
と
い
い
、
そ
の
ほ
か
を
命
と
い
う
」

と
あ
る
の
に
よ
る
も
の
で
、
日
本
書
紀
の
文
字
づ
か
い
に
従

っ

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
「別
宮
」
と
申
し
ま
す

の
は
、
本
宮
と
の
間
柄
を
示
す



ご
称
号
で
あ
り
ま
し
て
、
皇
大
神
宮
、
豊
受
大
神
宮
を
、
「本
宮
」

と
す
る
の
に
対
し
、
あ
た
か
も
本
家
に
対
す
る
分
家
の
意
味
で
、

別
宮
と
称
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
別
宮
の

「宮
」
は
宮
号
と
称

し
、
天
皇
の
思
し
召
し
に
よ
り
、
古
く
は
勅
書
を
も

っ
て
、
の

ち
に
は
叡
卜
を
も

っ
て
、
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を

「康
；

宣
下
」
と
申
し
ま
す
。
神
社
に
ご
称
号
を
た
て
ま

つ
る
こ
と
は
、

御
祭
神
の
ご
神
威
の
輝
き
に
よ
り
ま
す
。

こ
れ
を
敬
う

こ
と
い

よ
い
よ
厚
け
れ
ば
、
神
の
徘
称
威っも
、
い
や
さ
ら
に
輝
き
を
ま

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

月
夜
見
宮
は
御
鎮
座
地
が
伊
勢
市
の
中
央
に
位
置
し
、
周
囲

は
繁
華
街
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
古
く
は
高
沖
隧
と
よ
ば
れ

農
耕
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
お
社
で
あ
り
ま
す
。
延
喜
大
神

宮
式
（第
六
十
代
醍
醐
天
皇
延
長
五
年
〈九
二
七
〉奏
進
）
に
は
、

外
宮
の
摂
社
の
首
位
に
列
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
鎌
倉
時

代
の
は
じ
め
、
第
八
十
三
代
土
御
門
天
皇
の
承
元
四
年

（
一
二

一
〇
）
に
、
別
宮
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
恒
例
の
お
祭

当
宮
は
、
正
宮
に
準
じ
て
、
鄭
重
に
お
祭
が
奉
仕
さ
れ
、
祈

鏡
術
、朧
痣
特
盆
ハ
月
、十
二
月
）、槻
部
術
（十
月
）締
鵠
箱
（十

一

月
）
の
諸
祭
に
は
、皇
室
か
ら
幣
計
が
た
て
ま
つ
ら
れ
ま
す
。

十
二
月
　
廿
鳳
日
　
一
赫
一
¨
　
帥
競
彰
量
御
鰈
　
　
・匙
　
尭
　
徳
・

十

二

月

二

十

一一
百

　

　

　

　

　

　

　

　

　

梵

躍

特

五
、
式
年
遷
宮

二
十
年
毎
の
式
年
遷
宮
も
、
外
宮
と
ご
同
様
に
奉
仕
さ
れ
、

そ
の
日
時
は
天
皇
陛
下
の
お
取
り
定
め
を
仰
ぐ
な
ら
わ
し
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
度
の
式
年
遷
宮
は
、
平
成
六
年
十
二
月
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

御
社
殿
は
南
面
し
、
そ
の
構
造
は
外
宮
に
準
じ
、
神
明
造
で
、

御
屋
根
は
萱
葺
、
鰹
木
は
五
本
、
東
西
両
端
に
は
、
外
宮
と
同

じ
く
外
木
ぎ

（垂
直
切
）
の
千
木
が
高
く
そ
び
え
、
周
囲
に
は

瑞
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
瑞
垣
御
門
と
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。

次
の
遷
宮
の
た
め
の
御
敷
地
は
、
古
殿
地
と
よ
ば
れ
、
現
在

の
御
殿
の
東
に
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

宿
衛
屋
で
は
、
仲
¨
短
、
仲
枷
の
取
り
次
ぎ
、
ま
た
、
大ぉ
騰
、
■

祓
の
授
与
、参
拝
証
印
の
押
捺
等
を
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
。

一
月

　

一
日

一
月
　
　
一二
日

二
月
　
十

一
日

二
月
　
十
八
日

五
月
　
十
四
日

六月　廿鳳日

八
月
　
　
四
日

十月　廿鳳日

十

一
月
二
十
四
日

午
前
八
時
　
大

　

御

　

餞

午
前
十
時
　
奉
　
　
　
　
幣

午
後
十
時
　
由
貴
夕
大
御
餞

午
前
二
時
　
由
貴
朝
大
御
餞

午
前
十
時
　
奉
　
　
　
　
幣

午
後
十
時
　
由
貴
夕
大
御
僕

午
前
二
時
　
由
貴
朝
大
御
餞

午
前
十
時
　
奉
　
　
　
　
幣

午
前
八
時
　
大

　

御

　

餞

午
前
十
時
　
奉
　
　
　
　
幣
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= 
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域内に御鎮座の摂社高河原神社例祭には舞楽を奉奏

六
、
月
夜
見
宮
奉
賛
会

当
宮
の
崇
敬
団
体
と
し
て
、
伊
勢
市
内
在
住
の
崇
敬
者
を
中

心
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
五
日
に
月
夜
見
講
が
発
足
、

現
在
は
月
夜
見
宮
奉
賛
会
と
改
称
し
、
毎
年
四
月
十
九
日
と
九

月
十
九
日
の
両
度
、
神
恩
感
謝
の
大
祭
を
執
り
行

い
、
奉
賛
行

事
等
も
あ
り
、
終
日
、
御
社
頭
は
賑
わ
い
ま
す
。

月
夜
見
宮
の
他
に
神
宮
の
別
宮
は
こ
れ
だ
け
あ
り
ま
す
。

豊
受
大
神
宮
　
別
宮
　
　
　
　
　
　
　
四
所

白
〓
大

神

宮
　
別
宮

十
所

風 1

宮率

月:

夜よ

見お

宮ホ

」ヒ栞

宮魚

多

　

　

加貝
　

　

｛呂

宮

名

級し級ι

長な長4

戸と津´

辺λ彦;

命奎命:

月

夜

見

尊

月
夜
見
尊
荒
御
魂

太

土

件

視

概

荒豊

受

御大

律「

魂神

徒,

祭

神

豊
受
大
神
宮
域
内

伊
勢
市
宮
後

一
丁
目

豊
受
大
神
宮
域
内

豊
受
大
神
官
域
内

御

鎮

座

地

倭苫

女臣メ

宮ホ

り酪

日劣

祈λ

宮率

伊ヽヽ

雑i

宮奪

瀧

原

並

宮

清誇

原舅

宮奪

伊

俸

熟

粥

課

伊

俸

架

』

課

朧

離

龍

仲

発

部

月

　

　

七唄
　

　

宮

撒
　
　
膠
錫
　
　
課

宮

名

倭
　
　
姫
　
　
命

級級

長長

戸津

辺彦

命命

天
照
坐
皇
大
御
神

彿「

魂

天
照
坐
皇
大
御
神

御
　
　
　
　
　
魂

天
照
坐
皇
大
御
神

御
　
　
　
　
　
魂

伊い

井ざ

再ム

尊:

伊い

うFFさ

諾螢

尊:

月
讀

尊
荒
御
魂

月
　
　
一讀
　
　
尊

天
照
坐
皇
大
御
神

荒
　
　
御
　
　
魂

御
　
祭
　
神

伊
勢
市
枯
部
町

皇
大
神
宮
域
内

志
摩
郡
磯
部
町

大
字
上
之
郷

瀧
原
宮
域
内

度
会
郡
大
宮
町

大
字
滝
原

同 同 月
讀
宮
域
内

伊
勢
市
中
村
町

皇
大
神
官
域
内

御

鎮

座

地


